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「
モ
ノ
が
運
べ
な
く
な
る
」危
機
は
目
前
に

　

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制（
年
９
６
０
時
間
）が
適
用

さ
れ
た
。働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、労
働
基
準
法

に
基
づ
き
19
年
４
月（
中
小
企
業
は
20
年
４
月
）か
ら

労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
自
動
車
運
転
業
務
は
、建
設
事

業
や
医
師
な
ど
と
と
も
に
、規
制
の
適
用
が
猶
予
さ
れ

て
き
た
。

　

今
回
、長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、ト

ラ
ッ
ク
の
輸
送
能
力
に
不
足
が
生
じ
、物
流
の
停
滞

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
」で
あ
る
。農
林
水
産
省
に
よ
れ
ば
、

農
産
物
・
食
品
流
通
で
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
が
97

％
を
占
め
て
お
り
、そ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

不
足
す
る
輸
送
能
力
に
つ
い
て
、「
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」（
23
年
８
月
）で
は
、株
式

会
社
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
の
試
算
結
果
を
引
用
し
て
い

る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、年
間
の
拘
束
時
間
の
上
限
を
原

則
３
３
０
０
時
間
と
し
た
際
に
、何
も
対
策
し
な
か
っ

た
場
合
、19
年
度
と
比
較
し
て
輸
送
能
力
の
14
・
２
％

が
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る（
図
１
）。

　

こ
れ
を
発
荷
主
別
に
み
る
と
、農
産
・
水
産
品
出
荷

団
体
の
不
足
率
が
最
も
高
く
、実
に
32
・
５
％
が
不
足

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、他
業
種
と
比
較
し
て

拘
束
時
間
の
長
い
運
転
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。飲
料
・
食
料
品（
製
造
業
）の
不
足
率
は
９
・

４
％
で
あ
る
の
で
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
中
で
も
、特

に
農
水
産
物
の
物
流
に
お
い
て
、「
モ
ノ
が
運
べ
な
く
な

る
」と
い
う
危
機
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、ド
ラ
イ
バ
ー
数
の
減
少
の
影
響
も
加
味
し

て
30
年
度
の
物
流
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
試
算
し
た

場
合
、全
体
の
輸
送
能
力
の
34
・
１
％
が
不
足
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。物
流
危
機
は
24
年
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、何
も
し
な
け
れ
ば
今
後
一
層
深
刻

化
し
て
い
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
。

　

特
に
影
響
が
大
き
い
の
が
、大
都
市
圏
へ
の
出
荷
に

長
距
離
輸
送
が
必
要
と
な
る
遠
隔
産
地
で
あ
る
。ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
日
の
拘
束
時
間
は
13
時
間（
上

限
15
時
間
）以
内
と
規
定
さ
れ
た
た
め
、運
転
時
間
の

他
、荷
役
・
荷
待
ち
時
間
な
ど
を
含
め
た
拘
束
時
間
が

13
時
間
を
超
え
る
場
合
、物
流
事
業
者
に
依
頼
し
て
も

「
運
べ
な
い
」と
拒
否
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。南

九
州
か
ら
関
西
向
け
の
輸
送
や
、北
東
北
か
ら
首
都
圏

向
け
の
輸
送
な
ど
が
、こ
の
規
制
に
抵
触
す
る
可
能
性

が
あ
り
、現
に
農
水
産
物
輸
送
か
ら
物
流
事
業
者
が
撤

業
界
全
体
で
協
調
し
持
続
可
能
な
物
流
へ

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ
、ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力

が
低
下
す
る「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。特
に
長
距
離
輸
送
で
鮮

度
維
持
が
必
要
な
農
水
産
物
へ
の
影
響
は
大
き
い
。中
継
輸
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
加
え
、

協
調
輸
送
や
物
流
の
標
準
化
な
ど
物
流
シ
ス
テ
ム
全
体
の
再
構
築
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
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特集　２０２４年問題と農産品物流

退
し
た
り
、荷
受
け
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
事
例
が
出
て

き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、乗
船
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
時

間
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、フ
ェ
リ
ー
の
活
用
も
進

み
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、南
九
州
か
ら
首
都
圏
へ
の
出
荷

で
は
、輸
送
距
離
が
１
０
０
０
㌔
以
上
に
及
び
、ト
ラ

ッ
ク
輸
送
だ
け
で
15
時
間
以
上
を
要
す
る
た
め
、南
九

州
～
関
西
間
で
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

た
だ
し
、フ
ェ
リ
ー
料
金
が
上
乗
せ
と
な
る
た
め
、全
区

間
を
陸
送
す
る
場
合
と
比
較
し
て
数
万
円
高
く
な
る
な

ど
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
が
あ
る
。ま
た
、秋
～
冬
の
農

繁
期
に
は
、南
九
州
か
ら
関
西
へ
の
上
り
便
は
ほ
ぼ
満

船
で
、フ
ェ
リ
ー
の
輸
送
能
力
の
制
約
も
あ
る
。

農
水
産
物
特
有
の
事
情
が
危
機
を
深
刻
化

　

農
水
産
物
の
物
流
危
機
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
の
は
、

以
下
に
述
べ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
。

　

ま
ず
、農
水
産
物
の
品
目
特
性
で
あ
る
。農
産
物
、畜

産
物
、水
産
物
と
い
っ
た
生
鮮
食
品
は
、天
候
・
気
候
に

よ
る
出
荷
量
の
日
々
の
変
動
や
季
節
変
動
が
大
き
く
、

ロ
ッ
ト
も
直
前
ま
で
決
ま
ら
な
い
た
め
、計
画
的
に
輸

送
す
る
こ
と
が
難
し
い
。こ
れ
は
効
率
的
な
輸
送
の
大

き
な
制
約
要
因
で
あ
り
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

務
管
理
の
厳
格
化
が
一
層
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、農
水

産
物
が
物
流
事
業
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
や
す
い
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、鮮
度
維
持
の
た
め
温
度
管
理
が
必
要
な
品
目

が
多
い
こ
と
か
ら
、輸
送
を
担
う
の
は
冷
蔵
・
冷
凍
設

備
付
き
の
ト
ラ
ッ
ク
や
コ
ン
テ
ナ
を
保
有
す
る
物
流
事

業
者
に
限
ら
れ
、輸
送
資
源
の
制
約
が
あ
る
。さ
ら
に
、

品
目
・
品
種
や
等
級
ご
と
に
商
品
の
サ
イ
ズ
が
異
な
り
、

梱
包
用
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
外
装
サ
イ
ズ（
荷
姿
）も
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
、パ
レ
ッ
ト
化
の
遅
れ
や
低
い

積
載
率
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
品
目
特
性
と
と
も
に
大
き
な
要
因
が
立
地

特
性
で
あ
る
。農
水
産
物
は
北
海
道
や
九
州
が
主
要
産

地
で
あ
る
た
め
、大
消
費
地
で
あ
る
大
都
市
圏
へ
の
長

距
離
輸
送
が
多
く
発
生
す
る
。こ
の
た
め
、２
０
２
４
年

問
題
の
影
響
を
特
に
強
く
受
け
る
。

　

長
距
離
輸
送
に
お
い
て
、幹
線
輸
送
の
集
約
化
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
も
、非
効
率
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

農
産
物
の
場
合
、単
位
農
協
の
広
域
合
併
が
進
ん
で
い

る
が
、そ
れ
で
も
産
地
側
の
集
出
荷
施
設
は
、青
果
物

を
扱
う
総
合
農
協
の
施
設
だ
け
で
全
国
４
０
０
０
カ
所

以
上
に
上
る
。消
費
地
側
で
も
、青
果
の
中
央
卸
売
市

場
お
よ
び
地
方
卸
売
市
場
は
５
０
０
以
上
あ
る
。こ
の

た
め
、一
つ
の
集
出
荷
施
設
だ
け
で
一
つ
の
卸
売
市
場

向
け
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
出
荷
量
を
確
保
で
き

る
こ
と
は
少
な
く
、ト
ラ
ッ
ク
は
産
地
側
で
複
数
の
施

設
を
回
り
な
が
ら
集
荷
し
、消
費
地
側
で
も
複
数
の
施

設
へ
配
送
す
る
必
要
が
あ
り
、こ
れ
が
労
働
時
間
や
拘

束
時
間
が
長
く
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、卸
売
市
場
や
物
流
セ
ン
タ
ー
で
の
荷
降
ろ

し
時
間
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、荷
待
ち
時
間
が
長

い
こ
と
や
、パ
レ
ッ
ト
化
が
遅
れ
て
い
て
手
積
み
・
手

降
ろ
し
が
多
い
こ
と
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
や

拘
束
時
間
が
長
く
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

中
継
輸
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
活
用

　

農
水
産
物
が
運
べ
な
く
な
る
事
態
を
避
け
る
た
め
に

は
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
荷
が
特
に
大
き
い
長

距
離
輸
送
の
効
率
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
有
力
な

方
策
と
し
て
、中
継
輸
送
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、特
に
中
継
輸
送
の
活
用
が
急
速
に
進
み

つ
つ
あ
る
。

　

中
継
輸
送
は
、ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
運
行
を
複
数
の

ド
ラ
イ
バ
ー
で
分
担
す
る
輸
送
形
態
で
あ
る
。例
え
ば
、

東
京
～
大
阪
間
は
輸
送
距
離
が
約
５
０
０
㌔
で
あ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
で
往
復
す
る
と
１
泊
２
日
の
勤
務
と
な
る
が
、

中
間
地
点
の
浜
松
付
近
に
中
継
拠
点
を
設
け
、東
京
と

大
阪
を
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
中
継
拠
点
で

車
両
も
し
く
は
貨
物
を
交
換
し
、各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出

発
地
に
戻
れ
ば
、日
帰
り
勤
務
が
可
能
と
な
る
。そ
の

際
、大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
や
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク（
牽
引

車
・
被
牽
引
車
の
両
方
に
荷
台
を
備
え
る
フ
ル
ト
レ
ー

ラ
ー
）で
大
量
輸
送
す
れ
ば
、労
務
負
担
の
軽
減
や
人

手
不
足
の
緩
和
に
資
す
る
効
果
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
幹
線
輸
送
部

図１ 不足する輸送能力（全体、発荷主別）
不足する

輸送能力の割合

全　　体
2024年度 14.2%

2030年度 34.1%

発荷主別
（2019年度データ）

農産・水産品
出荷団体 32.5%

飲料・食料品
（製造業） 9.4%

資料：�「持続可能な物流の実現に向けた検討会 最終取りまとめ」（2023
年8月、持続可能な物流の実現に向けた検討会）
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業界全体で協調し持続可能な物流へ

分
を
鉄
道
輸
送
や
海
上
輸
送
に
転
換
す
る
こ
と
で
、ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
負
荷
軽
減
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を

図
る
も
の
で
あ
る
。特
に
海
上
輸
送
の
場
合
、ド
ラ
イ
バ

ー
が
車
両
と
一
緒
に
乗
船
す
る
有
人
航
送
で
な
く
、ト

レ
ー
ラ
ー
の
み
を
船
舶
に
搭
載
す
る
無
人
航
送
が
、ド

ラ
イ
バ
ー
の
負
荷
軽
減
に
有
効
で
あ
る
。

　

ト
レ
ー
ラ
ー
を
利
用
し
た
中
継
輸
送
や
海
上
輸
送

の
無
人
航
送
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、物
流
事
業
者
に

お
い
て
、ト
レ
ー
ラ
ー
や
ト
ラ
ク
タ
ー（
牽
引
車
）の
導

入
が
必
要
と
な
る
他
、産
地
側
・
消
費
地
側
そ
れ
ぞ
れ

に
拠
点
を
持
ち
、実
施
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
水
産
物
の
輸
送
は
地
場
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が

担
う
場
合
が
多
い
が
、全
国
的
な
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
大
手
物
流
事
業
者
と
異
な
り
、出
荷
先
と
な
る

消
費
地
側
に
拠
点
が
な
い
た
め
、事
業
者
間
の
連
携
に

よ
り
、事
業
の
拡
大
・
広
域
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

ト
レ
ー
ラ
ー
化
に
当
た
っ
て
は
、前
述
の
と
お
り
、産

地
側
・
消
費
地
側
の
双
方
で
、長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
が
複

数
の
施
設
を
回
り
な
が
ら
集
荷
・
配
送
を
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、物
流
事
業
者
だ
け
で
な
く
、ロ

ッ
ト
の
大
型
化
の
た
め
の
荷
主
側
の
対
応
も
不
可
欠
で

あ
る
。具
体
的
に
は
、産
地
側
に
広
域
物
流
拠
点
を
設

置
し
、消
費
地
側
に
広
域
配
送
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と

で
、幹
線
輸
送
の
集
約
化
を
図
る
と
と
も
に
、産
地
内

の
集
荷
と
消
費
地
内
の
配
送
を
幹
線
輸
送
か
ら
切
り

分
け
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
当
た
っ
て
は
、鉄
道
輸

送
や
海
上
輸
送
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
計

画
的
に
輸
送
す
る
必
要
が
あ
る
。農
水
産
物
の
物
流
は
、

出
荷
量
の
日
々
変
動
や
季
節
変
動
が
大
き
く
、ロ
ッ
ト

が
直
前
ま
で
決
ま
ら
な
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
た
め
、

複
数
の
品
目
を
組
み
合
わ
せ
て
輸
送
量
を
安
定
化
さ
せ

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
輸

送
よ
り
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
な
る
た
め
、現
状
の
出

荷
か
ら
３
日
目
販
売
を
４
日
目
販
売
に
変
更
す
る
な
ど
、

生
産
・
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
る
。

　

併
せ
て
重
要
な
の
が
、物
流
の
標
準
化
で
あ
る
。農

林
水
産
省
が
中
心
と
な
り「
青
果
物
流
通
標
準
化
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」が
定
め
ら
れ
、標
準
パ
レ
ッ
ト
に
よ
る
パ
レ

ッ
ト
循
環
体
制
や
こ
れ
に
合
わ
せ
た
外
装
サ
イ
ズ
の
寸

法
、卸
売
市
場
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
、共
通
ル
ー
ル
の
導
入
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。積
載
効
率
の
向
上
や
、荷
降
ろ
し
時
間
の

分
散
化
に
よ
る
荷
待
ち
時
間
の
解
消
、荷
役
作
業
の
省

力
化
・
自
動
化
に
向
け
て
、こ
う
し
た
物
流
の
標
準
化

を
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る（
図
２
）。

法
改
正
に
よ
る
荷
主
へ
の
規
制
的
措
置

　

こ
こ
で
大
き
な
契
機
と
な
り
得
る
の
が
、２
０
２
４

年
５
月
に
成
立
し
た
改
正
物
流
総
合
効
率
化
法（
流
通

業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）

だ（
図
３
）。

　

ま
ず
25
年
中
の
法
施
行
に
よ
り
、荷
主
に
対
し
て
ド

ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
短
縮
や
、積
載
率

向
上
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、努
力
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
。荷
主
に
は「
発
荷
主
」に
加
え「
着
荷
主
」も
含

ま
れ
る
た
め
、農
水
産
物
を
産
地
か
ら
消
費
地
に
輸
送

す
る
場
合
、発
荷
主
と
な
る
集
出
荷
団
体
の
み
な
ら
ず
、

卸
売
市
場
で
荷
受
け
す
る
卸
売
業
者
な
ど
も
規
制
の

対
象
と
な
る
。さ
ら
に
26
年
中
に
は
一
定
規
模
以
上
の

荷
主
が「
特
定
事
業
者
」に
指
定
さ
れ
、中
長
期
計
画
の

作
成
や
定
期
報
告
、物
流
統
括
管
理
者
の
選
任
が
義
務

付
け
ら
れ
る
。

　

従
来
、発
荷
主
と
着
荷
主
の
間
で
は
商
品
の
受
発
注

契
約
、発
荷
主
と
物
流
事
業
者
の
間
で
は
貨
物
の
輸
送

契
約
が
結
ば
れ
る
の
に
対
し
、物
流
事
業
者
と
着
荷
主

に
契
約
関
係
が
な
い
こ
と
が
、物
流
効
率
化
の
阻
害
要

因
と
な
っ
て
い
た
。今
回
の
規
制
的
措
置
の
導
入
は
、物

流
事
業
者
だ
け
で
な
く
、発
荷
主
・
着
荷
主
の
協
力
の

も
と
で
物
流
課
題
を
解
決
し
て
い
く
体
制
の
構
築
を
強

力
に
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、物
流
統
括
管
理
者
の
選
任
が
義
務
付
け
ら
れ

る「
特
定
事
業
者
」で
は
、こ
れ
ま
で
外
注
先
管
理
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
荷
主
に
お
け
る
物
流
業
務
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
が
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
統
括
へ
と
飛
躍
的

に
強
ま
る
可
能
性
が
高
い
。農
水
産
物
を
取
り
扱
う
発

荷
主
・
着
荷
主
に
お
い
て
も
、単
に
法
律
を
遵
守
す
る

だ
け
で
な
く
、こ
れ
を
機
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

を
俯ふ

瞰か
ん

し
、持
続
可
能
な
物
流
の
構
築
に
向
け
た
抜
本

的
な
物
流
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

各
関
係
者
が
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
課
題

　

農
水
産
物
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、生
産
者
→
集

出
荷
団
体
→
卸
売
市
場（
卸
売
業
者
→
仲
卸
業
者
）→

小
売
業
者
と
い
う
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。メ
ー
カ

ー
→
卸
売
業
者
→
小
売
業
者
と
い
う
加
工
食
品
・
飲
料
、

一
般
の
工
業
製
品
な
ど
と
は
異
な
る
独
特
な
構
造
を
持

っ
て
お
り
、関
係
す
る
主
体
も
多
数
か
つ
多
様
で
あ
る
。

農
水
産
物
の
物
流
が
直
面
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、事
業

継
続
に
不
可
欠
な
物
流
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め

に
は
、生
産
、出
荷
、流
通
、販
売
に
か
か
わ
る
各
関
係

者
が
緊
密
に
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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プ
レ
ベ
ル
で
認
識
す
る
に
至
っ
た
。そ
こ
で「
競
争
は
商

品
で
、物
流
は
共
同
で
」の
基
本
理
念
の
も
と
、メ
ー
カ

ー
間
で
の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
食
品
物
流
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
」を
め
ざ
し
、味
の
素
、ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
な
ど
５
社
が
物
流
子
会
社
を
統
合
し
て

Ｆ
‒
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。農
水
産
物
に

お
い
て
も
、物
流
を
協
調
分
野
と
位
置
付
け
、物
流
の

「
全
体
最
適
化
」に
向
け
た
業
界
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。

　

各
関
係
者
の
役
割
に
つ
い
て
は
、発
荷
主
と
な
る
集

出
荷
団
体
、着
荷
主
と
な
る
卸
売
業
者
や
小
売
業
者
が
、

改
正
物
流
総
合
効
率
化
法
に
規
定
さ
れ
た
各
自
の
責
務

を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、物
流
事

業
者
は
ロ
ッ
ト
の
大
型
化
を
含
む
積
載
効
率
の
向
上
に
、

発
荷
主
は
そ
の
前
提
と
な
る
外
装
サ
イ
ズ
の
標
準
化
や

パ
レ
ッ
ト
化
、計
画
出
荷
の
推
進
に
、着
荷
主
は
ト
ラ
ッ

ク
予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
荷
待
ち
時
間
の
短
縮
や
荷
受

け
時
間
帯
の
柔
軟
な
対
応
に
、そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
。

　

そ
の
際
、商
物
分
離
を
前
提
と
し
た
物
流
体
系
の
見

直
し
に
も
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
。加
工
食
品
や
日
用

品
で
は
、卸
売
業
者
が
小
売
業
者
の
物
流
セ
ン
タ
ー
業

務
を
受
託
し
、商
流
上
は
他
の
卸
売
業
者
が
取
り
扱
う

商
品
も
含
め
、一
元
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
。農
水
産
物
に
お
い
て
も
、商
流
と
切
り
離

し
て
物
流
の
全
体
最
適
化
を
図
る
観
点
に
立
ち
、産
地

か
ら
消
費
地
へ
の
一
連
の
物
流
体
系
を
抜
本
的
に
再
構

築
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
持
続
可
能
性
と
い
う
点
か
ら
付
言
す
れ
ば
、

50
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
い
う
視
点

も
見
据
え
な
が
ら
、物
流
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。�

間
の
広
域
的
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
他
、卸
売
業
者

間
、小
売
業
者
間
と
い
っ
た「
横
の
連
携
体
制
」を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に「
横
の
連
携
体
制
」は
、各
産
地
間
、各
集
出
荷

団
体
間
が
競
争
関
係
に
あ
り
、広
域
的
な
連
携
に
消
極

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、加

工
食
品
メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み
が
参
考
に
な
る
。加
工

食
品
の
物
流
は
、納
品
先
で
の
長
時
間
待
機
や
附
帯
作

業
の
多
さ
、厳
し
く
複
雑
な
日
付
管
理
・
納
品
期
限
管

理
の
要
求
、短
い
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
設
定
、小
ロ
ッ
ト

多
品
種
多
頻
度
納
品
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
か

ら
、本
当
に
商
品
が
運
べ
な
く
な
る
危
機
を
企
業
ト
ッ

　

こ
う
し
た
多
様
な
主
体
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

２
０
２
２
年
３
月
に
経
済
産
業
省
が
策
定
し
た「
フ
ィ

ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で
は
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
各
部
門
や
各
企
業
の
デ
ー
タ
お

よ
び
機
能
の
連
携
・
統
合
を
進
め
る「
垂
直
連
携
」と
、

物
流
を
構
成
す
る
各
種
要
素
の
標
準
化
を
通
じ
て
、企

業
・
業
種
の
壁
を
超
え
た
物
流
機
能
・
デ
ー
タ
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
る「
水
平
連
携
」と
い
う
２
点
を
提

案
し
て
い
る
。農
水
産
物
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
も
、

生
産
者
、集
出
荷
団
体
、卸
売
業
者
・
仲
卸
業
者
、小
売

業
者
・
加
工
業
者
、物
流
事
業
者
と
い
っ
た「
縦
の
連
携

体
制
」と
と
も
に
、都
道
府
県
を
超
え
た
集
出
荷
団
体

図２ 長距離トラック輸送の負荷軽減に向けた物流効率化の方向性
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資料：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成

図３ 改正物流総合効率化法に伴う規制的措置

注：同時に改正された貨物自動車運送事業法に伴う規制的措置は記載していない。
資料：�第１回 交通政策審議会 交通体系分科会 物流部会・産業構造審議会 商務流通情報分科

会 流通小委員会・食料・農業・農村政策審議会 食料産業部会 物流小委員会 合同会議 配
布資料より三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成

時期 対象 内容 種別 国の措置等

2025年

荷主（発荷主・着荷
主）

物流効率化のために取り組む
べき措置（荷待ち・荷役時間
の短縮、積載率の向上）

努力
義務 国が判断基準に基

づき指導・助言、
調査・公表物流事業者（トラッ

ク、鉄道、港湾運送、
航空運送、倉庫）

物流効率化のために取り組む
べき措置（積載率の向上）

努力
義務

2026年

特定事業者（一定規
模以上の荷主・物流
事業者）

中長期計画の作成、定期報告 義務
取組の実施状況が
不十分な場合、勧
告・命令（違反し
た場合には罰金）

特定事業者（一定規
模以上の荷主） 物流統括管理者の選任 義務 違反した場合には罰金


